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なが おか し しゃ かい ふく し きょう ぎ かい

　 表
おもて

町
まち

小
しょう

学
がっ

校
こう

では、「思
おも

いやりの心
こころ

をもち、

進
すす

んでよいことを実
じっ

行
こう

する態
たい

度
ど

を育
いく

成
せい

する」

ことを福
ふく

祉
し

教
きょう

育
いく

の目
もく

標
ひょう

に掲
かか

げ、互
たが

いに支
ささ

え、

助
たす

け合
あ

い、尊
そん

敬
けい

し合
あ

う仲
なか

間
ま

づくりを大
たい

切
せつ

にし

ています。この目
もく

標
ひょう

を具
ぐ

現
げん

するための柱
はしら

と

なる活
かつ

動
どう

が、「『町
まち

校
こう

班
はん

（縦
たて

割
わ

り班
はん

）』活
かつ

動
どう

に

よる異
い

年
ねん

齢
れい

交
こう

流
りゅう

」です。

　４月
がつ

、町
まち

校
こう

班
はん

の仲
なか

間
ま

たちとの顔
かお

合
あ

わせであ

る「ようこそ１年
ねん

生
せい

の会
かい

」が行
おこな

われました。

班
はん

のメンバーを 紹
しょう

介
かい

する「町
まち

校
こう

班
はん

ボード」

作
づく

りでは、 上
じょう

学
がく

年
ねん

の子
こ

どもが下
か

学
がく

年
ねん

の子
こ

ど

もたちに優
やさ

しく声
こえ

を掛
か

け、ボードに載
の

せたい

町
まち

校
こう

班
はん

メンバーへの一
ひと

言
こと

メッセージを聞
き

く

様
よ う す

子が見
み

られました。また、２年
ねん

生
せい

以
い

上
じょう

の

学
がく

年
ねん

が１年
ねん

生
せい

にプレゼントを作
つく

って手
て

渡
わた

した

り、会
かい

場
じょう

の飾
かざ

り付
つ

けをしたりしました。終
しゅう

 

始
し

、温
あたた

かい雰
ふん

囲
い

気
き

の中
なか

で行
おこな

われました。

　５月
がつ

には町
まち

校
こう

班
はん

遠
えん

足
そく

で、 上
じょう

学
がく

年
ねん

の子
こ

ども

が下
か

学
がく

年
ねん

の子
こ

どもに交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

を呼
よ

び掛
か

けた

り、班
はん

の全
ぜん

員
いん

で楽
たの

しくウォークラリーをした

りする様
よ う す

子が見
み

られました。

　秋
あき

には、みゆき児
じ

童
どう

会
かい

のスポーツフェス

ティバルで町
まち

校
こう

班
はん

種
しゅ

目
もく

を計
けい

画
かく

しています。今
こん

後
ご

も町
まち

校
こう

班
はん

を生
い

かした 教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

を通
とお

して、

思
おも

いやりの心
こころ

を育
はぐく

んでいきます。

　中
なか

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

では、多
た

様
よう

な人
ひと

との交
こう

流
りゅう

体
たい

験
けん

を通
とお

して、相
あい

手
て

を思
おも

いやり、共
とも

に活
かつ

動
どう

しよう

とする温
あたた

かい心
こころ

を育
いく

成
せい

しています。

〈縦
たて

割
わ

り班
はん

活
かつ

動
どう

〉

　縦
たて

割
わ

り班
はん

活
かつ

動
どう

の一
ひと

つに、６年
ねん

生
せい

が 中
ちゅう

心
しん

と

なって遊
あそ

びを考
かんが

え、班
はん

のメンバー全
ぜん

員
いん

で楽
たの

し

む「むつなみハッピータイム」があります。

おにごっこや椅
い

子
す

取
と

りゲームなど、いろいろ

な遊
あそ

びを通
とお

して、異
い

学
がく

年
ねん

の子
こ

ども達
たち

との絆
きずな

を

深
ふか

めています。

〈長
なが

岡
おか

聾
ろう

学
がっ

校
こう

との交
こう

流
りゅう

〉

　隣
りん

接
せつ

している長
なが

岡
おか

聾
ろう

学
がっ

校
こう

とは、学
がっ

校
こう

を訪
ほう

問
もん

し合
あ

い、交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

を続
つづ

けています。

　今
こん

年
ねん

度
ど

、１. ２年
ねん

生
せい

は聾
ろう

学
がっ

校
こう

の２. ３年
ねん

生
せい

と交
こう

流
りゅう

会
かい

を行
おこな

いました。聾
ろう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

から

「中
なか

」「島
しま

」「 小
しょう

学
がっ

校
こう

」の手
しゅ

話
わ

を教
おし

えてもらい、

手
しゅ

話
わ

を交
まじ

えてお互
たが

いに自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

をしました。

また、レクリエーションでは、「手
しゅ

話
わ

クイズ」

や「じゃんけんれっしゃ」を行
おこな

い、聾
ろう

学
がっ

校
こう

の

友
とも

達
だち

との交
こう

流
りゅう

を楽
たの

しみました。交
こう

流
りゅう

会
かい

の後
あと

には、「次
つぎ

はいつ会
あ

えるの？」「また一
いっ

緒
しょ

に遊
あそ

びたい」などの声
こえ

が聞
き

かれました。今
こん

後
ご

も交
こう

 

流
りゅう

を重
かさ

ねることで、お互
たが

いへの理
り

解
かい

を深
ふか

め、

よりよい関
かん

係
けい

を築
きず

いていってほしいと思
おも

いま

す。

思
おも

いやりの心
こころ

をはぐくむ交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

長
なが

岡
おか

市
し

立
りつ

中
なか

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

　学
がっ

区
く

を流
なが

れる 旧
きゅう

黒
くろ

川
かわ

の河
か

川
せん

やその 周
しゅう

辺
へん

の

清
せい

掃
そう

を、一
いっ

般
ぱん

ボランティアの方
かた

やコミュニティ

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の皆
みな

さんと協
きょうりょく

力して全
ぜん

校
こう

生
せい

徒
と

で行
おこな

い

ました。実
じっ

施
し

後
ご

の生
せい

徒
と

作
さく

文
ぶん

を 紹
しょう

介
かい

します。

　「今
こん

回
かい

の活
かつ

動
どう

では、とても有
ゆう

意
い

義
ぎ

な時
じ

間
かん

を

過
す

ごすことができました。生
せい

徒
と

同
どう

士
し

だけでな

く、地
ち

域
いき

の方
かた

と一
いっ

緒
しょ

に地
ち

域
いき

貢
こう

献
けん

活
かつ

動
どう

ができた

からです。また、楽
たの

しみながら達
たっ

成
せい

感
かん

を得
え

ら

れたことも良
よ

かったと思
おも

います」

　「私
わたし

は主
おも

に公
こう

園
えん

内
ない

の枝
えだ

拾
ひろ

いをしました。小
ちい

さな枝
えだ

だけでなく、とても大
おお

きな枝
えだ

もたくさ

ん落
お

ちていました。もしも小
ちい

さな子
こ

供
ども

が枝
えだ

を

踏
ふ

んだら、ケガをするかもしれません。だか

ら、学
がっ

級
きゅう

の仲
なか

間
ま

と協
きょうりょく

力して、沢
たく

山
さん

の枝
えだ

を拾
ひろ

いました。地
ち

域
いき

の方
かた

たちと一
いっ

緒
しょ

にふるさと与
よ

板
いた

をきれいにすることができて良
よ

かったです」

　「閉
へい

会
かい

式
しき

で『ゴミを拾
ひろ

うと、運
うん

が集
あつ

まって

くる』というお話
はなし

を聞
き

きました。地
ち

域
いき

の人
ひと

と

活
かつ

動
どう

すると、知
し

り合
あ

いになれるし、地
ち

域
いき

もき

れいになるし、良
よ

いことだと思
おも

いました。僕
ぼく

はゴミを拾
ひろ

うと、運
うん

だけでなく、笑
え

顔
がお

と達
たっ

成
せい

感
かん

が集
あつ

まってくると思
おも

いました。この日
ひ

の活
かつ

動
どう

では、130Kgのゴミを集
あつ

めることができ

ました」

　このように、生
せい

徒
と

の作
さく

文
ぶん

から地
ち

域
いき

の一
いち

員
いん

と

しての自
じ

覚
かく

が育
そだ

ってきたことがわかります。

地
ち

域
いき

と共
とも

に
長
なが

岡
おか

市
し

立
りつ

与
よ

板
いた

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

　神
かん

田
だ

小
しょう

学
がっ

校
こう

では、神
かん

田
だ

地
ち

区
く

福
ふく

祉
し

会
かい

と連
れん

携
けい

して、地
ち

域
いき

の皆
みな

さんと関
かか

わりを深
ふか

めながら、

様
さま

々
ざま

な 教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っています。

〈栽
さい

培
ばい

活
かつ

動
どう

〉

　全
ぜん

校
こう

で行
おこな

う「花
はな

いっぱい活
かつ

動
どう

」では、寿
ことぶき

 

会
かい

の皆
みな

さんと一
いっ

緒
しょ

に花
はな

を植
う

えました。水
みず

やり

や草
くさ

取
と

りにも協
きょうりょく

力してくれました。

　２年
ねん

生
せい

の野
や

菜
さい

づくりでは、畑
はたけ

の先
せん

生
せい

として

サポートしてくれました。また、お世
せ

話
わ

になっ

た地
ち

域
いき

の方
かた

を「野
や

菜
さい

パーティー」に 招
しょう

待
たい

し、 

畑
はたけ

で育
そだ

てた野
や

菜
さい

とハーブを使
つか

っておもてなし

をしました。地
ち

域
いき

の方
かた

と笑
え

顔
がお

あふれる時
じ

間
かん

を

過
す

ごすことができました。

〈地
ち

域
いき

のお年
とし

寄
よ

りとの交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

〉

　３年
ねん

生
せい

が総
そう

合
ごう

的
てき

な学
がく

習
しゅう

の時
じ

間
かん

に地
ち

域
いき

のお

年
とし

寄
よ

りの方
かた

と交
こう

流
りゅう

会
かい

を開
ひら

きました。子
こ

ども

たちが企
き

画
かく

した「はないちもんめ」やゲーム

で楽
たの

しいひと時
とき

を過
す

ごすことができました。

　また、民
みん

生
せい

委
い

員
いん

・児
じ

童
どう

委
い

員
いん

の皆
みな

さんと一
いっ

緒
しょ

に、地
ち

域
いき

の方
かた

への「配
はい

食
しょく

サービス」に参
さん

加
か

しました。 直
ちょく

接
せつ

、お弁
べん

当
とう

を手
て

渡
わた

し、地
ち

域
いき

の

中
なか

で役
やく

に立
た

っているという喜
よろこ

びを実
じっ

感
かん

できま

した。

　これからも、子どもたちが地
ち

域
いき

の方
かた

との交
こう

 

流
りゅう

を通
とお

して、自
じ

分
ぶん

も地
ち

域
いき

の一
いち

員
いん

であるという

自
じ

覚
かく

をもてるよう取
と

り組
く

んでいきます。

「地
ち

域
いき

の一
いち

員
いん

」として関
かか

わる地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

長
なが

岡
おか

市
し

立
りつ

神
かん

田
だ

小
しょう

学
がっ

校
こう

交
こう

流
りゅう

会
かい

「はないちもんめ」の様
ようす

子

　刈
かり

谷
や

田
た

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の校
こう

門
もん

に向
む

かう坂
さか

道
みち

には

「刈
かり

谷
や

田
た

中
ちゅう

」という四
よん

文
も

字
じ

の花
はな

文
も

字
じ

花
か

壇
だん

があ

ります。この花
か

壇
だん

は生
せい

徒
と

会
かい

の整
せい

美
び

委
い

員
いん

会
かい

が中
ちゅう

 

心
しん

になり、生
せい

徒
と

・保
ほ

護
ご

者
しゃ

・教
きょうしょく

職員
いん

が 協
きょう

働
どう

で

運
うん

営
えい

してきた大
たい

切
せつ

な学
がっ

校
こう

のシンボルです。

　学
がっ

校
こう

では毎
まい

年
とし

、ＰＴＡと協
きょうりょく

力して「校
こう

地
ち

校
こう

舎
しゃ

の整
せい

備
び

活
かつ

動
どう

」を年
ねん

２回
かい

実
じっ

施
し

しており、春
はる

の整
せい

備
び

作
さ

業
ぎょう

では、花
はな

文
も

字
じ

花
か

壇
だん

や生
せい

徒
と

玄
げん

関
かん

前
まえ

のプランターの花
はな

植
う

え、グラウンドの草
くさ

取
と

り、

側
そっ

溝
こう

の泥
どろ

上
あ

げを行
おこな

っています。今
こん

年
ねん

度
ど

も休
きゅう

 

日
じつ

にもかかわらず、早
そう

朝
ちょう

から、生
せい

徒
と

・保
ほ

護
ご

者
しゃ

・教
きょうしょく

職員
いん

総
そう

勢
ぜい

200名
めい

ほどが作
さ

業
ぎょう

をしまし

た。その後
ご

、整
せい

美
び

委
い

員
いん

会
かい

が水
みず

やりや草
くさ

取
と

りを

して花
か

壇
だん

を管
かん

理
り

し、毎
まい

朝
あさ

美
うつく

しい花
はな

文
も

字
じ

が生
せい

徒
と

と教
きょうしょく

職員
いん

を出
で

迎
むか

えています。秋
あき

には、校
こう

舎
しゃ

の窓
まど

ガラス磨
みが

き、壁
かべ

のペンキ塗
ぬ

り、 教
きょう

室
しつ

の床
ゆか

のワックスがけなどを行
おこな

う予
よ

定
てい

です。

　毎
まい

年
とし

、この整
せい

備
び

作
さ

業
ぎょう

を通
とお

して、保
ほ

護
ご

者
しゃ

と

の温
あたた

かい交
こう

流
りゅう

が生
う

まれ、生
せい

徒
と

は 協
きょう

働
どう

するこ

との大
たい

切
せつ

さや助
たす

け合
あ

うことの素
す

晴
ば

らしさを学
まな

んでいます。また、感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちや校
こう

地
ち

校
こう

舎
しゃ

を大
たい

切
せつ

にしていこうという意
い

識
しき

が高
たか

まってい

ます。

　この温
あたた

かな心
こころ

の育
はぐく

みを象
しょうちょう

徴する花
はな

文
も

字
じ

花
か

壇
だん

をこれからも守
まも

り続
つづ

けていきます。

温
あたた

かな心
こころ

を象
しょうちょう

徴する「花
はな

文
も

字
じ

花
か

壇
だん

」
長
なが

岡
おか

市
し

立
りつ

刈
かり

谷
や

田
た

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

「思
おも

いやりの心
こころ

」を育
はぐく

む町
まち

校
こう

班
はん

長
なが

岡
おか

市
し

立
りつ

表
おもて

町
まち

小
しょう

学
がっ

校
こう

高
こう

架
か

下
した

の清
せい

掃
そう

の様
よう す

子「ようこそ１年
ねん

生
せい

の会
かい

」の様
ようす

子

花
はな

文
も

字
じ

花
か

壇
だん

の花
はな

植
う

え交
こう

流
りゅう

会
かい

でのじゃんけんれっしゃの様
よ う す

子

赤
あか

い羽
は

根
ね

共
きょう

同
どう

募
ぼ

金
きん

助
じょ

成
せい

事
じ

業
ぎょう

　

　「思
おも

いやり」が大
たい

切
せつ

であることはみんなが知
し

っています。

　また、思
おも

いやるときに「相
あい

手
て

の立
たち

場
ば

や気
き

持
も

ちになって考
かんが

えることが大
たい

切
せつ

」ということ

もよく言
い

われています。

　しかし、一
ひ と り

人ひとり、それぞれ異
こと

なる立
たち

場
ば

の私
わたし

たちにとって「自
じ

分
ぶん

以
い

外
がい

の誰
だれ

かの立
たち

場
ば

」を深
ふか

く思
おも

いやることは難
むずか

しいことです。「こうすることがきっと相
あい

手
て

のためになる」

「これは良
よ

い行
おこな

いに違
ちが

いない」といった「思
おも

い込
こ

み」や「思
おも

い違
ちが

い」が含
ふく

まれているか

もしれません。そうした思
おも

いやりの「落
お

とし穴
あな

」に落
お

ちないようにするためにはどうし

たらよいでしょう。日
ひ

ごろから、自
じ

分
ぶん

とは立
たち

場
ば

や考
かんが

えの異
こと

なる様
さま

々
ざま

な人
ひと

たちと誠
せい

実
じつ

に向
む

き合
あ

い、それぞれの立
たち

場
ば

や考
かんが

えを理
り

解
かい

し 共
きょう

感
かん

する必
ひつ

要
よう

があるのではないでしょうか。

　人
ひと

はみんな完
かん

全
ぜん

ではありません。様
さま

々
ざま

な

人
ひと

から異
こと

なる立
たち

場
ば

や考
かんが

えを学
まな

ぶことで、そ

の人
ひと

との人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

を円
えん

満
まん

にするだけでな

く、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の成
せい

長
ちょう

にもつながっていき

ます。

深
ふか

くて広
ひろ

い思
おも

いやり


